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さらに Povel は，J.S. Bach の  “Prelude I 
BWV 846” を 3 人の演奏者の演奏の録音データ
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者 7 名の演奏であり，それらの演奏は CD-DA 規
格によって記録されている。したがって，サンプ
リング周波数 44.1kHz，量子化ビット数は 16
ビットの WAV データである。 
 
3.1 各音符のテンポの抽出 














今回使用した楽曲は 8 分の 12 拍子であり，テ




なわち，8 分音符の音価を 1 として，各音符ν𝑛𝑛𝑛𝑛の
音価を𝑉𝑉𝑉𝑉𝑛𝑛𝑛𝑛，データから計測した音長を𝐿𝐿𝐿𝐿𝑛𝑛𝑛𝑛[秒]とす
ると，各音符のテンポ𝑇𝑇𝑇𝑇𝑛𝑛𝑛𝑛は， 
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8 分の 12 拍子の楽曲の場合では，8 分音符のテ
ンポ速度を表す棒の幅はその音符が含まれる小節
の長さの 12 分の 1 であり，4 分音符のときは 6













































 平均 中央値 標準偏差 
A 108.9 (5) 108.8 (5) 38.24 (4) 
B 85.97 (1) 85.59 (1) 24.15 (1) 
C 102.8 (3) 101.7 (4) 29.57 (2) 
D 111.5 (6) 120.07 (7) 47.39 (6) 
E 96.15 (2) 96.77 (2) 33.24 (3) 
F 119.5 (7) 115.4 (6) 48.47 (7) 
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 ―ソーシャルメディアを利用した実践型ゼミナールの試み―  
 About a match for Industry-university cooperation hands-on seminar activities 
member of society formation of （basic）  skills.  
－Try of the practice type seminar for which social media were used－  
 
秋吉 浩志  
Koji Akiyoshi 
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ゼミナール アクティブラーニング、ソーシャルメディア ソーシャルメディアミックス、
マーケティング  
 
１ はじめに 
 
九州情報大学ではで特徴ある授業の取り組みが
なされている。各初年次教育、税理士資格を得る
ための資格取得から、高度専門教育への移行、各
種キャリア教育、最近注目を集めているプロジェ
クト型教育法など、大きな変化を迎え、さまざま
なカリキュラムの特性を出し始めている。 
しかし、それらも卒業時には社会にある程度即
時対応できる「社会人基礎力」がなければ、就職
率にも繋がらず、就職後の離職率も高くなる可能
性も大きい。 
